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長編連載「いのち輝く共生の大地 ―私たちがめざす未来社会―」

英語訳の試みにあたって

◆お知らせ◆

屈辱と混迷の戦後 80年。

混沌と抗争、戦乱の時代にあって、今ほど国境を越えた民衆同士の対話と相互理解が求

められている時もないのではないか――。

昨今の自動翻訳機能の著しい発達を受け、長編連載「いのち輝く共生 の大地 ―私た※１

ちがめざす未来社会―」（小貫雅男・伊藤恵子、2024 年９月１日～ 2025 年３月 14 日 当ホームページに

連載）の終了を機に、その英訳作成に取り組むことにしました。

まず手はじめに、予めこの長編連載の全体像を把握していただくために、下記Ⅰ～Ⅲの

英語訳を試み、近く、本ホームページに３回にわたって掲載していきます。

Ⅰ．≪総括にかえて≫の核心部分

Ⅱ．≪「菜園家族」未来社会構想と日本国憲法との内的連関≫

Ⅲ．≪総目次一覧≫

各回それぞれに、日本語原文と英語試訳を併載します。

ゆくゆくは長編連載全文を英訳し、2026 年早春より、各章を順次、掲載していければと

思っています。

これまで長い間、ややもすれば日本語ゆえの言葉の壁に阻まれ、閉ざされてきた世界の

人々へつながる扉が、英語訳の試みをきっかけに、開かれてゆけばと願っています。

同時に、日本語を母語とする私たち自身にとっても、英語試訳と日本語原文との丁寧な

対照・比較検討作業を通して、用語とその意を再吟味するとともに、この長編連載で提起

してきた 21 世紀“生命系の未来社会論”具現化の道としての「菜園家族」 未来社会構※２

想の内実の考察をよりいっそう深め、対話と議論を促す契機になればと思っています。

このたびの英語訳は、あくまでも Google翻訳による自動翻訳をベースに、若干の修正を

加えた仮訳にすぎません。

今後、読者のみなさんからのご教示を得て、生身の人間の心が通った、より良い訳文に

練り上げてゆければと願っています。

こうした人々の地道な努力による「自然」の輪のつながりの中で、やがては中・長期展
じ ね ん

望のもとに、韓国・朝鮮語、中国語、ドイツ語、フランス語、イタリア語、スペイン語、

ポーランド語、ロシア語、ウクライナ語、モンゴル語、ベトナム語、ヒンディー語、アラ

ビア語、スワヒリ語･･･等々、苦行と言うよりも、むしろ楽しい創造性豊かな長きにわたる

旅路となって、各国、各地域の言語への翻訳に広がってゆけばと、夢は尽きません。

遠く過去を振り返ると、実に長きにわたる「主権不在民」の悲しむべき不幸な人類史が、

未解決のまま延々と横たわっている。
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21 世紀の今日においてもなお、圧倒的多数の民衆から乖離した一握りの権力的為政者た

ちに主導され、牛耳られる“国民”僭称の欺瞞に充ち満ちた屈辱の「外交」。

これとは毅然と対峙する長い苦難の道のりになるが、同時代の苦悩を背負った世界の人

々自身が、その実態の本質を見抜き、目覚め、相互に意見を交わし、理解を深める、そん

なまことの民衆連帯の時代の到来が待たれるのです。

そのたゆまぬ人間的営為こそが、たとえささやかであっても、21 世紀の未来を切り開く

原動力になるにちがいありません。

こうした思いを共有し、英語をはじめ各言語への翻訳に知恵を絞る、いわばユニークな

翻訳ワーキンググループ「じねんネット」の誕生とその成長に、希望をつなげていきたい

と思います。

仕掛けられたひとときの熱狂の背後には

きっと狡猾、巨大な悪魔が潜んでいる。

これ以上、騙されてはならない。

ここで一旦、立ち止まり

遥か彼方の地平に目を遣り

じっくり、とことん考え抜いていきたい。

※１「共生」（symbiosis）とは、もともと生物学上の用語であるが、その肯定的側面の内実の萌芽は、や

がて人間社会における未来への明るい可能性を秘めた十全な「共生」へと転化していくであろう。この長

編連載では、こうした意味合いで、自然界における原初的「共生」の未来への可能性の確信のもとに、こ

の用語を援用することにする。

それを可能にする要因として考えられるのは、本連載の本文第３章および第 11 章２節で取り上げた、

ヒト特有の原初的「共感能力」（慈しむ心）との人類史上、長きにわたる葛藤によるものと見るべきであ

ろう。

※２「菜園家族」とは、根なし草同然の賃金労働者と生産手段（生きるに必要な最小限度の農地・生産用

具・家屋など）との「再結合」による、近代と前近代の「労」「農」人格一体融合の抗市場免疫に優れた、21

世紀における新たな人間の基礎的社会的生存形態。これを基軸に、古い社会（資本主義）は、その深部か

ら根源的な変革の時代へと着実に移行していく。

2025年９月 21日

里山研究庵Ｎｏｍａｄ

小貫雅男・伊藤恵子

〒 522-0321 滋賀県犬上郡多賀町大君ヶ畑（おじがはた）452番地

里山研究庵Ｎｏｍａｄ

TEL&FAX：0749-47-1920

E-mail：onukiアットマーク satoken-nomad.com
（アットマークを＠に置き換えて送信して下さい。）

里山研究庵Ｎｏｍａｄホームページ

https://www.satoken-nomad.com/


